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1 はじめに

今日において人工知能はその優秀さからデータの予

測，データの分析など様々な分野で用いられている．こ

の技術は我々が生活している場面でも多く用いられて

いる．

特に人工知能は画像解析，画像認識の分野で利用され

ており，車載カメラや無人コンビニになどが開発され競

争が激化している．

しかしリアルタイムの動画像認識に用いられる人工

知能は普及の段階に達しておらずまだ発展途上段階に

ある．そこで本研究は人工知能の多くに用いられている

ディープラーニングを使用して，リアルタイムで動画像

の認識を行うことを目的とする．

2 研究方法

本研究では 0∼9 のハンドサインをディープラーニン

グを用いてリアルタイムでの動画像認識を以下の行程で

行う．

1. 静止画の 0∼9 のハンドサインのデータセットを

取得してディープラーニングで学習を行う

2. 学習を行ったモデルを JSON形式で出力する

3. 学習済みモデルを使って動画像認識を行うため，

サーバを立ててWeb カメラを用いて動画をキャ

プチャする

4, キャプチャした動画を学習済みモデルに入力し

て，最後にキャプチャした動画像が 0∼9 のどの

ハンドサインなのかを認識させる

3 研究結果

計測を行う際に以下の条件の元で計測する．

• ハンドサインの背景を白にする
• 肌色に近い色のものを写りこまないようにする
• 画面の 1

3 以上の大きさでハンドサインを作る

上記の条件を元に図 1 のハンドサインを行い，計測

を行った結果を表 1 に示す．ただし number はハンド

サインに相当する数字を，valueは認識結果の出力値を

表す．

図 1条件を元に行ったハンドサイン

表 1認識の出力結果

number value

one 0.946170

zero 0.023130

eight 0.012399

この結果より学習したデータセットに基づいて条件を

与えてハンドサインをキャプチャした結果，定義された

ハンドサインと同じ数字として認識した．

4 おわりに

本研究を通してディープラーニングを用いたリアル

タイムの動画像認識を行うことができた．しかし偏った

データセットは正しい認識を行うことができないことが

わかった．

今後の課題として，様々な入力パターンに対応してい

ないため，モデルの学習方法を変更したり学習するため

のデータに偏りなく様々なデータを入れる必要がある．
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